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凡
そ
!
地
球
上
の
人
口
は
悉
く
皆
、
生
死
に
図
っ
て
絶
え
や
増

誠
を
綾
け
て
ゐ
る
が
、
若

ι我
K

が
斯
る
世
界
的
怒
る
自
然
人

目
J

か
ら
医
別
し
て
、
特
殊
地
域
に
於
け
る
枇
舎
人
口
を
研
究
針

象
に
濯
ぶ
な
ら
ば
、
自
然
的
た
る
人
口
増
減
の
原
因
以
外
に
、

枇
舎
的
危
る
人
口
の
移
住
的
時
変
化
ム
」
い
ふ
要
因
を
、
古
い
乍
ら

も
新
し
い
人
口
問
試
と
し
て
見
出
す
で
あ
ら
う
。
普
通
に
生
死

及
び
移
住
に
人
口
婿
輔
の
二
因
子
を
認
め
、
而
も
此
等
は
相
互

に
因
果
闘
係
る
り
と
叩
併
せ
ら
れ
る
け
れ
ど
も
、
此
命
題
は
特
定

た
る
園
叉
は
一
地
方
人
口
に
於
て
は
、
殊
に
都
都
聞
に
於
け
る

個
別
的
た
る
居
住
移
輔
、
職
業
特
換
等
の
移
住
閥
係

κ由
来
す

る
所
謂
る
人
口
都
市
集
中
現
象
に
は
必
や
し
も
直
接
に
受
営
し

第
四
十
二
巻

九
五
O

一
四
八

第
五
務

泣
い
か
ら
我
k

は
先
づ
人
口
流
輔
相
を
出
生
死
亡
と
来
往
往
住

と
に
峻
別
し
て
見
る
の
で
あ
る
。

此
事
は
先
に
海
外
移
住
の
原
因
考
察
に
際
し
で
も
、
特
定
地

域
よ
り
の
移
民
の
多
少
を
計
る
に
、
共
背
景
を
成
せ
る
人
口
の

自
然
的
増
加
と
、
直
接
に
比
鮫
ず
る
の
徒
持
・
な
る
所
以
を
指
摘

し
た
が
、
今
滋
に
人
口
の
園
内
移
住
、
就
中
所
謂
る
農
業
舶
民

町
押
川
劃
と
は
異
れ
る
農
民
の
背
都
側
都
、
従
っ
て
都
市
へ
の
人

口
集
中
現
象
を
論
や
る
に
蛍
つ
で
も
、
我
k

は
箪
に
抽
奴
的
喝
な

る
世
界
人
口
増
減
論
の
み
に
肱
惑
さ
れ
・
泣
い
で
、
具
値
的
た
る

特
定
枇
舎
と
い
ふ
地
盤
に
立
脚
せ
る
人
口
の
都
郁
費
輔
の
貫
相

に曲川
φ

ろ
注
目
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

蓋
し
圏
外
移
住
が
往
住
友
る
移
住
関
係
の
一
斑
を
僅
か
に
観

察
し
得
る
に
過
ぎ
な
い
の
と
異
っ
て
、
凶
内
部
都
の
人
口
来
往

は
共
全
豹
を
云
は
ピ
粧
品
開
的
移
住
史
観
主
し
て
展
開
す
る
必
要

を
も
痛
感
せ
し
む
る
も
の
で
あ
る
。
詳
説
す
れ
ば
一
園
民
経
済

内
に
於
て
往
住
を
出
す
農
村
と
来
住
を
容
れ
る
都
市
と
は
共
に

人
口
の
自
然
的
増
減
の
影
響
を
蒙
り
乍
ら
も
、
猶
問
舎
は
入
円

減
少
を
楽
し
、
都
舎
は
人
口
増
加
を
売
れ
得
た
い
の
だ
か
ら
、

1) 稲田周之助氏L嘗人口問題及新人口問題1圃民税務雑誌、第十巻四盟主、 17頁
2) .米国庄太郎氏L現代女明圃lこ於げ z人口問題官11~:経済雑誌、第十一傘ー披
3) 拙稿ιl外移住民考、経済論叢第四十一巻ー鏡、 1.3.5頁
4) R. Kllczi田 ki.Zng nach der Staat， 1897・s.;?J7 

H. Bleiher. Stati.tik. S. 110. 
R. Kuczynski， a. •. O. S. 236 5) 



斯
一
様
な
蟹
化
は
必
然
的
に
都
都
聞
の
移
伎
の
流
れ
に
於
て
規
取

惣
ら
る
べ
き
で
あ
り
、
此
際
人
口
増
減
の
決
定
凶
子
は
移
住
結

果
(
巧

E
P
E
Z国
諸
活

o
z
z乙
で
あ
り
、
生
死
差
額
一

c
o
E
7

Z
D
E
E
d
N
)

は
唯
副
次
的
作
用
を
替
む
に
過
ぎ
な
い
事
と
な
る
。

尤
も
逆
に
人
口
の
自
然
的
増
加
の
方
が
支
配
的
で
あ
っ
て
、
移

住
的
時
党
化
に
徐
り
作
用
さ
れ
な
い
で
、
従
っ
て
人
口
構
成
の
襟

準
的
な
る
地
域
が
あ
れ
ば
、
共
も
亦
別
に
考
究
す
る
偵
値
が
る

る
だ
ら
四
つ
。
誠
に
問
題
を
農
民
離
川
刊
の
民
附
と
し
て
の
人
口
部

市
集
中
佐
岡
山
厄
寸
宅
問
り
、
日
川
相
る
一
利
曾
酌
移
動
に
某
因
す
る

人
町
組
成
の
場
化
が
先
づ
第
一
に
確
認
せ
ら
れ
る
必
要
が
存
す

る
の
で
あ
る
。
般
に
入
口
費
動
の
原
因
は
生
死
往
来
の
二
因
子

の
綿
和
で
あ
恥
と
云
ふ
に
止
ら
・
な
い
で
、
事
ろ
人
口
r

塑
轄
の
動

閃
を
自
然
的
量
的
増
減
な
る
生
死
と
枇
合
的
質
的
使
化
な
る
移

住
嗣
係
と
に
分
っ
す
一
場
に
於
亡
、
初
め
て
地
方
人
口
論
が
具
髄

的
に
研
究
さ
れ
る
地
盤
が
得
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

拡
都
市
人
口
は
絶
え
や
農
村
よ
り
の
新
し
き
来
住
に
依
て
新

陳
代
謝
を
繰
返
す
と
の
命
題
は
、
英
闘
に
所
謂
る
政
治
算
術
事

汲
以
来
、
重
農
主
義
的
人
口
論
と
し
て
喧
侍
さ
れ
た
る
一
言
は
ピ

来
往
左
大
阪
市
λ
口
構
成

古
島
套
に
属
す
る
に
し
て
も
、
未
だ
現
代
我
闘
に
於
て
斯
る
研
先

の
過
剰
を
告
げ
る
程
に
陳
腐
で
は
な
く
、
否
寧
ろ
よ
り
緊
切
な

る
新
題
目
と
し
て
、
取
上
げ
ら
れ
る
必
要
が
る
る
。
従
来
の
人

口
論
議
の
好
資
料
と
し
て
事
げ
ら
る
L
所
の
諸
考
察
に
も
、
今

猶
取
蔑
さ
れ
た
る
移
住
の
人
口
年
齢
構
成
に
及
ぼ
す
影
響
・
従

っ
て
人
口
の
部
部
閣
に
於
け
る
周
流
現
象
を
例
議
す
る
志
義
は

認
め
ら
れ
る
で
あ
ら
ラ
。
勿
論
、
移
住
現
象
の
統
計
的
把
揮
の

困
難
は
、
凶
勢
調
費
に
於
付
る
出
生
地
項
目
の
静
態
的
防
篇

ρ

み
で
は
克
服
さ
れ
な
い
事
は
明
瞭
で
は
あ
る
が
、
猶
之
を
整
理

し
探
究
す
る
所
以
は
、
未
解
の
分
野
な
る
が
放
に
充
分
首
肯
せ

ら
れ
る
所
と
も
友
ら
う
a

ふ
た
め
に
、
一
例
を
大
阪
市
の
人
口
に
採
っ
た
。
世
紀
の
推
移

は
白
ら
別
論
を
珠
想
せ
し
む
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
共
際
使
用

さ
れ
た
統
計
方
法
を
一
顧
す
石
事
は
、
以
て
現
代
日
本
人
口
論

へ
の
一
階
梯
を
踏
み
締
む
る
所
以
と
も
な
り
得
る
の
で
は
な
い

7) 

6) 

8) 

第
四
す
ニ
巻

九
五

第
五
時
嗣

四
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来
住
と
大
阪
市
人
口
構
成

か
と
考
へ
る
も
の
で
あ
る
。

ニ
、
大
阪
市
人
口
動
態
の
統
計
的
概
観

我
-t

が
人
口
の
静
態
と
動
態
と
を
匝
別
す
る
の
は
、
一
光
来
統

計
調
査
手
績
上
の
使
宜
に
基
い
て
ゐ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
我
閤

の
図
勢
調
読
が
十
年
毎
に
出
生
地
項
目
を
通
じ
て
現
在
地
へ
の

移
住
を
推
知
す
る
と
一
五
ふ
が
如
き
静
態
的
措
痛
で
あ
っ
て
、
間

接
的
な
る
方
法
を
採
用
せ
る
に
際
し
て
は
、
慢
令
如
何
に
人
口

の
動
態
的
把
握
が
至
難
で
は
あ
る
に
も
せ
よ
、
人
口
受
動
の
直

接
的
概
観
を
試
み
る
必
要
は
異
質
へ
の
理
解
そ
目
指
す
誰
し
も

の
認
む
る
所
で
あ
り
、
先
づ
近
代
的
大
都
市
へ
の
人
口
集
中
と

は
一
慢
何
を
意
味
す
る
か
と
の
概
念
規
定
に
始
ま
り
‘
次
い
で
、

何
故
に
特
定
怒
る
大
阪
市
人
口
を
選
出
せ
る
か
の
理
由
を
鮮
明

に
掲
げ
て
見
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

所
謂
人
口
の
都
市
集
中
と
は
銃
述
の
人
口
動
態
二
要
因
中
専

ら
移
住
闘
係
の
み
を
指
稿
す
る
は
明
瞭
で
る
り
、
未
だ
曾
て
生

死
品
芳
額
の
多
少
を
以
て
都
市
へ
の
人
口
集
中
従
っ
て
閣
内
移
住

を
説
明
せ
る
を
聞
か
友
い
の
で
あ
る
。
然
る
に
佳
々
に
し
て
人

第
四
十
二
巻

第
五
時
蜘

九
五

五
O 

口
静
態
資
料
を
引
用
す
る
の
み
で
、
動
態
材
料
に
燭
れ
歩
、
卸

ち
都
市
人
口
絶
叫
割
数
、
或
は
全
園
人
口
中
共
占
む
る
割
合
を
一
不

す
ば
か
り
に
止
る
か
、
若
く
は
都
市
人
口
の
自
然
増
加
率
が
地

方
-
の
共
に
及
ば
な
い
事
責
か
ら
、
共
聞
の
人
口
増
減
は
都
市
へ

田
舎
か
ら
の
来
住
が
集
中
す
る
締
山
本
だ
と
推
論
L
得
る
に
過
ぎ

た
か
っ
た
。
以
上
の
如
く
都
市
人
口
構
成
の
本
質
が
未
解
説
の

健
K
放
任
閑
却
さ
れ
た
る
原
因
と
し
て
は
、
強
ち
に
移
住
統
計

把
握
の
困
難
や
獲
得
資
料
の
快
乏
の
み
に
は
依
ら
泣
い
で
、

ar

る
、
共
等
に
由
来
し
乍
ら
も
、
猶
共
以

k
k
統
計
的
研
究
自
身

の
貧
困
に
基
く
と
謂
ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。

採
圏
内
人
口
移
動
を
内
地
府
鯨
道
別
出
生
地
人
口
と
現
在
人

口
と
の
闘
係
、
従
っ
て
各
地
問
の
人
口
移
出
と
移
入
と
を
比
較

す
る
に
、
移
入
超
過
の
最
大
友
の
は
東
京
府
で
、
此
地
左
大
阪

府
と
の
人
口
出
入
を
調
べ
る
と
、
大
阪
府
現
在
東
京
府
生
れ
、

三
二
、
二
四
五
人
に
謝
し
て
‘
東
京
府
現
在
大
阪
府
生
は
三
六
、

三
二
四
人
で
あ
っ
て
、

差
引
猶
四
、

O
七
九
人
は
大
阪
上
り
東

京
へ
人
口
が
集
中
せ
る
傾
向
と
見
倣
さ
れ
る
円
又
大
阪
市
の
市

外
出
生
者
の
出
生
地
分
布
は
、
東
京
市
に
北
し
て
可
成
り
開
西

高岡熊雄氏L都市左田舎とに於げ戸人口の白書5内相滅寸北大農政研究資料
'林悪海、松田泰三郎爾氏L本邦最、φ都量{>.811λ1:]の靖率の研究1産業k教育。

9) Dle drei Bevolkerungsstufen; einしVe四ueii.die LJ四a，chcnfur-rlas.-Hluhen und 
んItemder V邑11町 nachZiuweis:cn.1889・Leipz，jι"彼の簿記i二闘しては Gcorg
H叩 5sen 1:は同名異人にして1897年 Kuczinsldの1ニ掲書 S. 1oに侠h官時
猫 Reichsarchiva~岨SSor in Munchenとして健在百あった事貨を知るのみ。



方
面
に
偏
在
し
て
は
居
る
け
れ

E
も
叫
移
住
の
経
済
的
意
義
を

際
同
一
府
間
同
内
の
来
住
家
・
を
加
算
し
左
か
っ
た
の
は
、
近
距
離

来
住
は
都
市
境
域
の
庚
狭
に
も
依
存
し
、
叉
来
住
の
反
面
左
る

認
め
.
且
人
口
現
象
へ
の
政
治
的
影
響
を
度
外
硯
ず
る
潟
に
は
、

商
工
都
大
阪
市
を
採
り
首
府
東
京
を
別
論
に
譲
る
根
擦
が
一
癒

認
め
ら
れ
る
で
る
ら
う
。
突
に
全
固
に
於
け
る
十
高
以
上
の
人

往
住
作
用
が
統
計
的
に
把
援
さ
れ
や
、
従
っ
て
都
部
間
に
変
換

せ
る
人
口
数
の
限
度
内
に
於
て
は
何
庭
へ
も
人
口
集
中
せ
り
と

口
を
有
す
る
大
都
合
中
、
大
正
九
年
及
び
昭
和
五
年
の
雨
時
酷

は
見
倣
し
得
た
い
か
ら
で
も
あ
る
。
斯
の
如
き
人
口
都
市
集
中

に
於

γ
、
現
在
人
口
中
府
間
肺
外
出
生
者
の
占
む
る
割
合
が
大
阪

市
に
て
長
大
で
る
る
淵
に
も
論
題
の
立
脚
地
が
窺
へ
上
う
。
此

の
結
果
は
賞
然
共
地
域
の
静
的
人
口
構
成
に
も
表
現
さ
れ
、
例

へ
ば
所
謂
る
生
産
年
齢
即
十
五
歳
乃
至
五
十
九
歳
者
の
全
人
口

咽
咽
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ア
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さ
同
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g
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(
同
)
温
四
日
(
同
)
汗
司
同
母
詩
吟
叫
i
H

守

(

園

)
F
H
E
M
T
母
亙
〉

=
g滋
骨
骨
叫
↓
ト
押
士
出
、
酒
判
長
斗
。

(ご
-
H
ネ
同
時
半
亙
〉
E
U
E
除
湖
丹
市
今
時
N
V
(
圃

)
F
H
去
昼
」

fsヤ
一
い
「
パ
ヨ

4

「
議
時
刻
有
民
感
打
田
E
d
p
言
汁
制
隔
wm
白
河
吟
ケ
ヰ

J
T

。

e 

話

来
住
左
大
阪
市
人
口
構
成

第
四
十
二
巻

九
五

第
五
披

主，.

財部博士著国勢調査問題講話18頁以下参照
内閣統計局昭和五年園調報告第一巻(123.--1.29頁)
拙稿L移住左大阪府人口守浪撃の鏡、昭和十一ー年(一月二月三月披)参照
織田武雄氏L本邦人口の肉都的移動現象い於げる地理的制約に就いて¥昭和
九年地理論議第三韓
都市問題第二十一審四務苅宿俊風氏L東耳:苛i仁川於げる人口増加と附帯調査寸

10) 

ロ)
13) 

14) 



来
伎
と
大
阪
市
人
口
構
成

に
封
す
る
比
例
を
見
る
に
、
醤
東
京
市
に
於
て
六
八
三
弘
、
大

阪
市
は
六
六
五
泌
を
示
し
て
ゐ
る
が
、
昭
和
五
年
度
に
於
て
帝

都
は
未
だ
郊
外
の
衛
星
都
市
を
合
併
し
て
ゐ
な
か
っ
た
か
ら
、

金
東
京
市
民
を
一
関
と
し
て
移
住
閥
係
に
於
て
計
る
事
を
得
た

ぃ
。
そ
こ
で
大
五
十
凹
年
慨
に
大
大
阪
の
範
闘
を
匂
寄
せ
る
昭

和
五
年
度
蛍
該
地
域
の
府
間
糊
外
来
住
卒
が
内
地
六
大
都
市
中
に

Mと
"て
i詮
lた
，('、

iE> 
り

且
準
時
一
郎
官
L
-
f
ノ
て
仕
手
菅
洋
E
v
E
く
及

i
i
F
I
l
t
-
J
J
J
1
J
U
i
 

牧
せ
る
大
阪
市
人
口
構
成
が
、
特
に
問
題
と
さ
れ
る
所
以
で
も

る
る
。捗

大
阪
市
人
口
の
自
然
的
動
態
と
し
て
第
一
表
に
示
す
が
如

き
二
種
類
が
拳
げ
ら
れ
る
。
帥
ち
同
一
場
所
大
阪
市
に
於
て
、

而
も
相
等
し
き
時
期
(
大
正
十
四
年
十
月
一
日
乃
至
昭
和
五
年

九
月
三
十
日
の
五
ヶ
年
間
)
に
於
け
る
仰
向
の
雨
調
査
の
誤
差

は
如
何
に
解
説
さ
る
ぺ
き
か
以
下
之
に
就
き
列
自
帯
す
れ
ば
、

〈
一
)
現
住
人
の
尚
摩
敷
と
は
大
阪
府
令
に
基
き
産
婆
よ
り
届
出
た
る

事
責
を
基
礎
と
し
戸
籍
簿
寄
留
簿
又
は
其
他
の
緯
加
若
く
は
賓
地
に
就

き
調
査
記
入
し
、
死
亡
数
は
其
の
埋
、
火
葬
認
許
詮
を
附
興
し
た
る
地

に
於
て
其
の
載
を
記
載
せ
る
も
の
に
擦
る
。

(
二
)
現
在
地
別
調
査
と
は
人
口
動
態
調
査
令
に
基
き
、
戸
籍
面
上
の

第
四
十
一
二
巻

九
五
四

五

第
五
競

届
出
記
載
仁
於
げ
る
生
死
の
時
及
場
所
を
調
査
票
に
樽
記
し
集
計
せ
る

色
の
で
あ
品
。

(
一
一
一
)
故
に
大
阪
市
調
査
は
届
出
迅
謹
に
し
て
事
賓
に
泣
く
、
統
計
局

調
査
は
時
間
的
遅
延
を
免
れ
得
な
い
。

斯
る
誤
差
は
調
安
手
積
上
の
時
間
的
要
素
に
由
来
す
る
と
北
九

に
無
寄
留
の
来
住
者
多
き
都
市
に
於
て
は
共
生
死
の
揚
所
的
椋

識
が
不
正
確
な
引
に
も
粗
削
す
る
。
J
X
A
一
常
住
人
口
の
増
械
に
畑
山

影
響
・
沼
名
出
産
又
同
療
蚕
め
銘
に
す
る
臨
時
的
兼
住
も
都
市
に

は
少
く
た
い
か
ら
、

自
然
的
人
口
増
加
の
算
出
と
云
ふ
も
、
移

住
関
係
か
ら
隔
絶
し
た
純
粋
さ
は
笠
ま
れ
た
い
が
、
恐
ら
〈
現

在
人
口
増
加
を
自
然
的
と
枇
合
的
因
子
と
に
分
別
す
る
に
は
第

一
表
向
は
受
賞
で
る
る
と
見
倣
す
べ
き
で
る
ら
う
。

斯
く
て
自
大
正
十
四
年
五
昭
和
五
年
の
雨
園
調
期
間
の
人
口

増
加
は
第
二
表
に
一
不
す
如
く
分
析
さ
れ
、
都
市
人
口
増
加
の
内

容
は
原
因
別
に
、
出
生
超
過
と
、
来
住
超
過
と
の
こ
因
子
と
な

回り
、
此
際
何
れ
が
支
配
的
決
定
的
で
-
あ
る
か
と
云
へ
ば
、
事
る
枇

合
的
人
口
動
態
で
な
け
れ
ば
た
ら
ね
。
即
ち
来
住
人
口
友
〈
ば

出
生
超
過
も
た
い
で
あ
ら
う
し
、
人
口
を
更
に
男
女
の
性
別
に

区
別
し
て
見
る
と
、
現
在
人
口
増
加
に
男
性
超
過
を
来
せ
る
は

問書'59頁、昭和七年大東京市合併前の昭和五年センサ丸からは新市部の尚
生地項目と奮市部の其とを英憧に来住率とにE算出し比較するをパ得ない。

'5) .林惑海氏L本邦最近l二於げる都郡別人口受容量ιl研究"祉曾早年報第三輯II8
頁以下統計集誌654務昭和十年十二月48頁以下謬!照
市外来住率は紳戸市が全固で第一位てめるが、 515風間五下よりの来住が多い〉
様である。

16) 



賓
に
来
住
超
過
に
女
少
な
き
に
由
来
せ
る
を
知
る
の
で
あ
る
。

大阪市人口増加の性質

て 静 態 プ1ムJE型空古汁女何
大正14年現在人口(13，)1 :2:，114，8041 1，126，256 

動 i畷塑 5 年男一主λ口 \.13::)1 弘.453，品?~I.~~~.?~.~~?沼
AR境加，(111-:::16.，) 1:138，7ω ~!!， 6?~ 
出生 (G) :liJ1，9O11 180，636 
死亡 (S) 1 ~J .l 0，9ω110，289 

↓ i 出生超過 (G-.5) 141，0831 7入346

| 来住超過 (Z-A) 1 197，6861 1日7，260i

(1) (B，) (B，)は各々十月一日午前零時現在同勢調査に

依る。 (R)=，(lll)+(P)， B空:"-"'B1

(2) (G) (S) は其間五ヶ年に於げ予現住人自然的動態

である。 G>ιZ'>A. 
(:~J (Z-A)=(B，-B，)ー(G一日)

来住超過は l二式に 1)¥，bて1輩出されたる社合的動態

の結果である。

983，548 
1，149，711 
161，163 
171，356 
100，6Hl 
70，7371 

90，426 

第=表

態

摘要

試
み
に
以
上
の
犬
阪
市
自
然
的
人
口
動
態
と
は
別
に
、
大
正

十
周
年
の
セ
ン
サ
ス
以
降
毎
年
各
年
齢
級
別
死
亡
率
よ
り
推
算

せ
る
人
口
と
昭
和
五
年
闘
調
現
在
人
口
と
の
差
を
此
期
間
の
枇

合
的
増
加
数
と
た
す
の
に
比
較
す
れ
ば
、
第
二
去
の
来
住
超
過

来
伎
と
大
阪
市
人
口
構
成

は
猶
多
い
事
が
分
る
。
従
っ
て
此
期
間
の
大
版
市
の
来
住
超
過

は
毎
年
約
四
寓
人
を
超
え
、
出
生
超
過
の
三
高
人
に
足
ら
ざ
る

よ
り
判
断
し
て
、
大
阪
市
人
口
増
加
の
性
質
は
過
半
を
来
住
超

過
に
依
て
占
め
ら
れ
、
而
も
残
る
白
然
増
加
部
分
と
雄
も
、
視

を
土
着
と
来
住
と
に
識
別
す
る
事
に
す
れ
ば
、
土
着
人
口
の
白

然
増
加
は
殆
ん
ど
無
く
、
唯
来
何
人
口
の
み
が
自
然
増
殖
せ
る

を
認
め
る
に
五
る
で
る
ら
う
。

以
卜
↓
に
川
町
一
{
一
大
阪
市
人
口
動
態
宇
一
概
仰
せ
る
州
一
〈
-
都
齢
制

o

c

、
、
。
。
。
。
、
、
、
、

に
於
け
る
人
口
の
輸
姻
統
的
以
生
死
交
訴
と
居
住
脚
換
と
の
附

凶
を
有
す
る
を
意
識
に
置
き
乍
ら
、
次
の
一
定
瞬
間
に
於
け
る

都
市
人
口
静
態
の
検
討
に
移
り
た
い
。

人
口
静
態
統
計
に
捺
け
る
来
住
の
解
説

我
闘
の
セ
ン
サ
ス
も
既
に
四
岡
を
閲
し
、
今
や
総
人
口
一
億

の
呼
撃
に
驚
き
、
更
に
年
々
の
百
寓
に
徐
る
出
生
超
過
と
大
都

市
へ
の
人
口
集
中
の
趨
勢
と
を
論
議
す
る
人
建
は
、
必
や
や
先

秋
帝
都
に
於
け
る
園
調
附
帯
項
日
出
生
地
と
常
住
地
と
の
結
び

っ
き
如
何
に
着
服
す
る
と
共
に
、
漸
く
三
百
寓
に
璽
ん
と
す
る

第
四
十
二
巻

九
五
五

第
五
就

五

大阪府令ーO穴波大阪府統計報告規定及 Ü"，~:f令第十七j挽(明治三十二年九月
三十一日)産婆施行細則第七傑第七W~様式出産取扱届参照
昭和八年東京市人口統計65頁の自然内人口動態と 4;:1頁附表内閣統計局調
査との聞の差異は同じく戸籍人口 lーして前者は死亡i二多 t、後者は出生日多
きと比較封照されたし。
小川勇蔵氏L都市に於げる出生調査に就つ 1統計集誌昭和五年一月貌

)
 

片

JE
 

18) 

19) 



定
リ
ホ
ロ
ロ
〈
川
町
叫
恒
男
担
記
M

世
，
ピ
話
時
争
抑
制
附
け
『
次
回
-
h
由
(
国
ロ
〈
繋
担
時

J
-
ロ
〈
叶
蛍

，H
4£
令
川
官
民

Z
J
M紳
翠
叫
官
、
建
議
母

4
川司
4
h
笹
国
-
必
H
W
哨
収
総
門
口
靖
潟
ゐ
〈

a
q
h
a岡
崎
川
乍

」
笹
掛
け
-
械
，
ド
J

薪
け
一
時
母
b
白
〈
台
。
.
A

否
ぉ
，
〈
唱

1
・K
M明
，
〈

4
マ

m
M
-
浪
曲
川
甥
組
組
附
宵

(
謡
室
岡
田
号
)
廿
掛
川
謙
一
駅
一
一
治
国

E
ロ
J

「
時
国
「
削
岩
Q
固
有
智
ロ
J

「
笹
屋
根
J
M
H
狸
同
時
命
頑

(司

l
N
)
+
会

1
0
)
U岡田
1
4

2
3
2一
品
目
同
じ
れ
w
当時

Z
向島。=.日
.
H
d古
3
2叩
占

宮

-03同
戸

{otas同

l同E

十吾:t矧圃.'2~ミい尽Q い EF童話ベJ 品~\，.f( Q 手J~ I(l O g~零

〈ロt量管制 1 担[-<'dt:~讃Eti:裂J\l'd' .~右対~iL~

いBli::4t fl( ば回同十〈ば七五Jミピ~&~上l~喜*'よ~-R ¥' +.: .，.， 

G IV ヤ総'd雪~~\社ì!t~三日名い案笈-y + 1報社霊長特

総!兵器守宅同~(織gr+I 14梅保ìtl -'J -+<~ìe-<ロ鍵盤

議星稜詩lE+<1<~重己主ド'ê[!之同社4hz世耳';).'2 1咲出 Q-< 口

金 制 時 制 欄品窓紙記制時会輸相&"........ ，0 

5詰択とぎ怪~側-<CI Q~lll拡岩包干~射線 111味{どい足感刊

主主的ミ"，'主制きき冨〈ロ君主資ベJ~ いき喜〈巴ご恒E矧二

出生地，~Ilに見f:Z大阪市現在人口の年齢性別構成 (IE♀μ}{昭和五年踏謁) (被綾内は-:h齢別)第三義

(ご川
(
O
N
 

E 
E 年嵩官級 ~IJ

l塊 数! |塊 数 l |緯 数男 -b: 見 女 男 女

総 貰- 数 11，30 町 481 1，451，042 

一 :12iJ32 ; 2 2 1

u.411 14.80 

13.72 
..・‘晶

布、白骨 19.84 

40 - 49 5.351 4.381 9.731 2.841 2.731 5.07 559 12.82 

50 - 59 5・271 3・151 6.421 2・1 2 1 4 2 9 3.81 7.94 

60 - 69 1.341 1.681 3.021 O.fl:l[ 1.171 2.10 2.0J 3.6s 

70 - 79 0.421 0.741 1.161 0.321 .56'， 0.88 0.87 1.35 

80以上 0.051 0.151 0.201 0.041 .121 0.16 0.17 0.18 

機 Jt 46.861ω。| 100.001 100.00 

et タト'rli E el二m IP. J、τ 

t 品」一-E 
ノ、t主



大阪市昭和五年現在人口構成一一一一・・ 1--縫ー一年齢

(市内原住←・ー ー

市外来住 1_-横一一人政一

(申書、数千人に付.;~i 一成年常け
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'0 
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50 
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づ-r一ー寸一-

jj竹田11-

女
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見
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ー「~ ー』「 J 1 l l 
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司1I1Z  1M ρ ti 
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「 1
15 a 10 

100 

A
リoa 

--いー]。v

-50 

7o 

2昌

来
住
と
大
阪
市
人
口
構
成

に
雫
り
七
十
人
以
下
に
落
ち
、
共
上
の
年
齢
級
に
於
て
激
増
し

て
、
十
八
歳
者
百
五
十
人
を
超
ゆ
る
の
最
大
雨
翼
を
形
成
し
つ

三
更
に
減
少
を
績
け
で
、
八
十
歳
代
の
尖
塔
を
築
い

τ
ゐ

る
。
昔
か
ら
通
常
な
る
人
口
権
成
が
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
に
警
へ
ら
れ

る
に
比
較
す
れ
ば
、
都
市
人
口
は
首
然
に
現
代
の
ス
フ
ヰ
ン
ク

ス
と
謂
は
注
げ
れ
ば
な
ら
ね
。
此
諺
を
解
〈
鍵
は
、
第
三
表
を

同
表
化
す
る
事
に
伏
て
阻
(
へ
ら
れ
る
如
〈
、
一
五
は
ピ
裾
野
庚
〈

頗
る
安
泰
な
る
富
士
山
の
如
き
形
状
を
成
せ
る
市
内
生
人
口

L
-

、
刊
に

JF
二
司
事
E
5
F
i山

'qzsm勾
M
N
p
a
r
J
F
b
司

と

4
L
一
一

l
l
伽
目
ド
ホ
附
1
4
1

唱
叫
ぶ

t
司副司
A
打
叶

t
u〈

x
f出
♂
モ

I
W
y
-
-
t
a
t
d
S
3

の
市
外
生
と
が
綿
人
口
を
構
成
し
て
ゐ
る
の
を
知
る
。

移
住
開
係
た
き
標
準
的
人
口
増
は
現
寛
人
口
を
世
界
人
口
に

迄
抽
象
す
る
事
に
依
て
或
は
得
ら
れ
る
か
も
知
れ
左
い
が
、
所

詮
擬
制
で
し
か
あ
り
得
左
い
。
故
に
我
々
は
具
鰐
的
に
は
絶
え

十
移
住
に
依
て
努
歪
さ
れ
た
る
人
口
型
を
取
扱
っ
て
ゐ
る
の

で
、
邸
ち
第
三
表
を
闘
一
示
す
れ
ば
上
欄
の
如
く
で
あ
る
。

先
づ
第
一
に
犬
大
阪
二
百
四
十
五
高
有
飴
人
の
中
で
約
四

0
・
八
%
を
占
む
る
大
限
市
現
在
出
生
地
人
口
の
年
齢
構
成
を

挑
む
る
時
‘
十
歳
未
満
階
級
者
が
共
総
数
の
四
二
・
七
七
%
を
占

第
四
十
二
巻

九
五
七

一
五
五

第
五
披

I7:i・567人となる。
昭和五年園調報告第四巻府県草編は、出生地i:IJ人口年齢性別構成を見る上に於
て初めで有用なる資料を提供してゐるコ
同上大阪府各歳}lJI年齢及巻頭圃表挫乙lfiニ;払竺去の園表化の結果~
IJ tこし。

御差是照あ

22) 

21) 
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10 - 14 2.80 4，39 7，19 2.80 2.291 5，091 4.511 2.45' 6目96 6.2 12.0 

15 - 19 呂，281 11.30 8.39 6.41 11.5 16.1 

20 - 24 5.6~1 11.43 7.91 7.03 14.941 16.491 5.271 21目76 14.0 

25 - 29 10.33 7.48 6.24 1:1.721 IJ.a61 3.54， 14.90 12.3 

30 - 39 17.91 11.15 8.69 19.841 13.1日 17.45 12.2 

40 - 49 7.651 15ι6 7.23 5.59 12821 11591 1.531 5.12 5.2 6.0 

50 - 59 6.191 12.01 4.13 3.81 7.941 0.731 0.751 1.48 1.1 u 
ω-69 3.32 5.74 1.65 2.01 :1.661 0.211 0.33! 0.54 0.3 0.4 

70 - 79 0.73 1.52 1.25 0.49 0.87 1.351 0.041 0.081 0.12 。

80以上 0.09 0.34 。.43 0.01 0.17 0.181 0.001 O.Ull 0.01 。

線比例| 100.0 
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達
観
さ
れ
得
る
絶
好
の
地
盤
と
友
る
で
る
ら
う
。

一
例
を
採
れ

ば
十
五
歳
よ
り
二
十
四
歳
に
至
る
外
地
人
青
年
人
口
が
綿
教
の

四
二
%
近
く
を
占
め
、
而
も
共
性
別
措
衡
の
破
綻
は
如
何
一
な
る

枇
合
的
影
響
を
及
ぼ
す
か
想
像
に
難
く
は
た
い
。
園
内
移
住
の

最
先
端
を
歩
む
植
民
地
母
困
聞
の
人
口
往
来
は
、
賞
に
海
外
移

住
と
も
照
廃
す
る
移
住
本
来
の
姿
で
も
る
る
。
男
性
の
女
性
に

比
し
て
移
住
超
過
の
度
合
の
強
い
事
は
港
距
離
程
甚
だ
し
く
、

府
牒
外
来
住
Y
迄
は
悉
く
安
常
ず
る
。
府
内
来
伎
町
民
友
る
と

(

(

 

女
性
の
来
性
超
泊
が
顕
著
と
止
な
っ
て
取
る
出
、
之
等
に
は
幼

韻
女
工
、
女
給
女
中
子
守
奉
公
等
の
来
伎
と
共
叫
、
特
に
婚
姻

闘
係
を
も
強
調
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
婦
女
子
の
婚
嫁
た
る
や
移
住

に
外
た
ら
ざ
る
は
類
推
さ
る
べ
き
で
、
刊
紙
に
人
口
動
態
を
生
死

、
と
移
住
と
に
二
分
せ
る
所
以
も
存
し
、
又
婚
姻
が
生
死
よ
り
も

直
接
に
経
済
的
原
因
の
影
響
を
受
け
る
誇
で
も
あ
る
。
斯
る
婚

姻
移
住
観
が
た
か
っ
た
ら
、
園
内
移
住
の
半
分
は
途
に
無
説
明

に
終
ら
ね
ば
友
ら
泣
い
で
あ
ら
う
。
此
故
に
と
そ
人
口
年
齢
構

成
を
男
女
別
に
比
較
す
る
意
義
も
存
す
る
の
で
あ
る
。

以
上
で
各
年
齢
構
成
の
型
を
解
説
し
た
か
ら
、
再
び
線
人
口

来
住
と
大
阪
市
人
伺
構
成

構
成
に
な
蹄
り
、

匝
分
は
五
歳
と
十
歳
刻
み
に
不
商
用

る
が
、
各
年
齢
級
別
の
異
な
る
に
従
っ
て
市
内
生
市
外
生
人
口

で
は
あ

の
出
む
る
割
合
を
示
せ
る
第
五
表
を
吟
味
し
よ
う
。
最
-
初
の
十

歳
未
満
に
於
て
は
、
八
二
・
六
六
%
を
占
む
る
市
内
生
の
割
合
は

Mli.義移住閥係と年齢性BIJ'

73トzjJJiEl年齢級別

10-14 1 59.941 53.631 61.341 40.06 

15-19 J 30.481 36.261 33.161 69.5~ 

20-24 1 26.191 28.181 26.571 74，81 

25-29 22.13 24，24 23.13 
ー・----..----ーー.'ー
30-39 20.35 23.11 21.57 

40-49 21.72 25.34 23.44 78.28 

50-59 26.42 28.14 27.63 73.58 

60-69 28.17 28.66 28，50 71.83 

70-79 31.41 30.91 31.92 68.59 

80以上 32.63 33.00 32.93 67.37 

縛計 1 39.081 42.801 40.821 60.921 

第
四
十
二
巻

第
五
披

一
五
七

九
五
九

G. I-Iansen， :1.. a. O. S. 219. Das¥.Vei:!) i m Bevolkerungsstrom. 
a. a. O. S. 26. 

24) 
25) 



来
住
と
大
阪
市
人
口
構
成

年
齢
階
級
の
進
む
に
連
れ
て
低
下
し
二
二
十
歳
代
空
二
・
五
七

%
と
友
り
。
棟
計
に
於
て
は
四

0
・
八
二
%
を
呈
ナ
。
市
外
生
は

共
逆
で
る
っ
て
、
移
住
の
最
盛
期
は
義
務
教
育
後
十
五
歳
に
始

ま
る
二
三
十
迄
の
青
批
年
時
代
で
あ
り
、
之
を
性
別
に
眺
む
る

も
、
夫
々
来
住
人
口
の
特
徴
を
如
A

賞
に
示
し
て
ゐ
る
。

刊
し
乍
ら
卜
一
夫
は
中
市
だ
人
口
山
川
成
の
訳
、
相
を
ふ
浮
つ
亡
は
ゐ
な

い
o

m
単
に
出
生
地
を
問
ふ
択
謝
ぎ
山
本
統
引
い
い
い
↑
訂
以
ば
制
人
を

観
察
の
掛
照
と
せ
る
も
の
で
、
家
族
と
い
ふ
集
圏
を
無
叫
し
て

ゐ
る
c
一
往
々
に
し
て
親
が
市
外
生
れ
で
も
子
供
は
土
着
だ
と
さ

れ
る
揚
合
が
あ
り
、
誰
し
も
偶
と
大
阪
で
生
れ
た
子
を
附
親
と

区
別
し
て
生
粋
の
難
波
つ
子
だ
と
一
五
へ
ば
襲
だ
と
思
ふ
に
蓬
ひ

-
泣
い
。
故
に
我
々
は
総
人
口
を
個
人
軍
位
で
た
し
に
、
各
人
を

家
族
構
成
員
と
し
て
、
印
ち
子
供
は
各
を
の
家
族
に
従
属
せ
る

も
の
と
し
て
数
へ
る
な
ら
ば
、
来
住
一
家
族
と
土
着
家
族
と
の
割

合
は
、
各
々
の
成
年
人
口
の
比
較
と
可
成
り
近
似
し
た
値
を
示

す
で
あ
ら
う
。

そ
こ
で
第
六
去
を
算
出
し
て
十
五
歳
未
満
の
幼
少
年
と
十
五

政
以
上
の
成
年
人
口
と
の
来
住
率
を
見
る
に
、
大
阪
市
民
の

第
四
十
二
巻

九
六

O

第
五
時
制

一
五
人

六
%
は
土
着
に
し
て
七
四
%
は
来
住
で
る
る
と
謂
へ
ょ
う
。
持

女
子
を
も
家
庭
又
は
移
住
閥
係
の
従
属
者
と
考
へ
れ
ば
、
男
子

人口を幼少年と成年とに1臥E説i別 E吐「る来仕王来+ドE 

項明目函下司一古E内 生 | 市!"i-応訂rお口E;i「=パi圃総人口

[市1z特[目?引!2な;::;刻::q:1!;2;;:{(:型1;(;主?2世=苫1 
l合|計 1 肌州 ]何悦州.1)川 川 ω

li記古直「玄子「一古t長ι川Jゴ司:11:R 忠r1 
直Illt1三:玉玉亙二竺vE:17空唖37.nol | 

;引[:1ト:日:21:!(;引:1日i1i 出
Z! ご::;ii:!::J:;;:1
計 26州 m3| 附 001

第六表

成
年
人
口

絶

輩t

重立

例

数

(
d
p
v
 

比

摘
要

(1 ) 

幼
少
年
と
は
零
法
よ
h
ノ
十
四
歳
迄
の
人
口
を
云
ひ
、
成

年
と
は
十
五
歳
以
上
を
指
す
。

来
住
率
と
は
総
人
口
に
謝
す
る
市
外
生
の
割
合
を
特
に

成
年
人
口
に
於
て
見
た
る
場
合
を
解
す
。

(2) 

a. 内 0.5.27・家族構成には年耐性別のみなら村曲配偶関係職業所帯統計出
生率死亡率の相違等を色考察すべき r:"IJ:今は悉遮ゼーす。。
a. :1'. O. S. 27・1>ieBevonl:erung einer出 ationar'1!n ;.;tarlt財部教授L人口定取
観考守主務論議第三十一巻第二就、 148頁参照

26) 

27) 



の
み
の
来
住
李
が
一
般
来
住
李
と
し
て
七
五
%
を
超
え
る
事
と

友
る
。而

し
て
此
来
住
市
民
中
の
二
五
%
を
一
時
的
滞
在
と
し
て
聞

も
友
〈
蹄
農
す
る
者
と
仮
定
し
、
失
の
一
一
五
%
を
他
都
市
か
ら

の
縛
住
者
と
し
て
共
に
控
除
す
る
と
、
残
り
の
五
O
%
の
骨
骨

せ
る
都
市
人
口
は
悶
合
よ
り
の
永
蹟
的
来
住
者
と
生
粋
の
土
着

者
と
よ
り
成
立
っ
て
ゐ
る
事
と
た
る
。
若
し
繕
績
的
に
半
分
の

0

0

3

0

 

来
住
者
よ
り
成
る
定
数
ん
日
の
都
市
が
あ
る
場
合
に
は
、

L
i
k庇

つ
。

市
刊
は
一
一
代
に
し
℃
完
全
に
砂
伐
京
市
住
の
附
係
に
伏
て
相
交
持
し

更
新
吐
し
め
ら
れ
る
ば
か
り
で
あ
ら
う
む

回

結

論

以
上
郡
部
人
口
流
怖
相
聞
を
基
礎
づ
け
て
ゐ
る
統
計
資
料
を
開

陳
し
て
来
た
か
ら
、
終
り
に
都
市
人
口
札
到
す
る
先
賢
の
美
し

き
比
喰
を
後
人
の
批
判
と
共
に
紹
介
し
て
、
拙
人
川
の
結
び
と
し

た
い
と
忠
ふ
。

ハ
ン
ゼ
ン
は
都
市
人
口
を
絶
え
ざ
る
流
れ
で
循
環
を
続
け
て

ゐ
る
湖
水
に
警
へ
て
臼
く
、
湖
は
外
見
上
は
濁
自
の
存
在
で
あ

来
住
と
大
阪
市
人
口
構
成

っ
て
、
何
等
の
流
れ
も
認
め
ら
れ
守
、
流
水
は
直
ち
に
湖
水
に

混
和
し
て
互
ひ
に
緋
別
さ
れ
難
い
け
れ
ど
も
、

入
が
あ
り
、
他
方
に
共
流
出
が
あ
る
と
悟
れ
ば
、
湖
水
は
常
に

一
方
に
水
の
流

新
ら
し
く
な
る
と
の
理
に
う
な
づ
か
れ
る
。
況
し
て
や
降
雨
が

流
れ
の
水
嵩
を
増
し
濁
流
と
も
た
る
た
ら
ば
、
忽
ち
湖
水
の
色

と需5
、出)t土
我壁
k 1ヒ
はし
今、

や
京
t乙
田

舎
宥
あ
り

大
1¥反
』乙

日
;本
康

:¥" 
の
酎

一
見
共
源
泉
を
明
瞭
に
知
ら
し
む
る
で
あ
ら
う

日
あ
り
と
類
推
し
て
も
、
強
ち
に
夢
物
語
と
の
み
一
突
し
去
る

附
草
川
」
ム
ム
ヘ
]
H
-
Z
ハヘ
)
J

一ド〉一己。

日

l
'
L
F
f
-
Z
7
1
u
-
J
d
d

凡
そ
・
如
科
た
る
人
口
事
情
許
す
弓
か
は
時
と
成
め
相
建
ド
従

っ
て
自
ら
穣
化
あ
り
、

普
通
的
友
る
人
日
後
喝
の
法
則
は
強
見

し
難
い
で
あ
ら
う
が
、
少
く
と
も
絃
に
問
題
と
せ
る
が
如
き
大

都
市
人
口
た
る
も
の
は
げ
大
約
半
分
の
原
住
民
と
残
り
半
分
の
一

来
住
民
と
よ
り
成
立
ち
、
市
民
は
平
均
的
に
二
世
代
の
間
に
於

M
U
 

て
今
一
く
更
新
せ
し
め
ら
れ
る
と
見
倣
さ
れ
得
ょ
う
が

同
時
ハ
ン
ゼ
ン
一
お
の
最
初
の
租
漣
は
ア
ム
モ
ン
に
依
て
試
み
ら

れ
弐
い
で
ク
ク
チ
ン
ス
キ
ー
に
於
て
駁
論
さ
れ
た
。
前
者
は

初
め
此
設
に
満
腔
の
賛
意
を
表
白
し
乍
ら
後
に
通
設
に
安
協
し

第
四
十
三
巻

九
ノ、

第
五
務

五
:fu 

G. I-Iansen， a. a. O. S. -32. 
Otto A皿 mon，'die naturl凶 e AusJ.t~se beim JVtenschen S. 299-R. K.uczinski， 
a. a. O. S. 75・“ungefi1hr77 

G. Hansen. a. a. O. S・31.“ d1Jrch:ichnittlichin zwei Menschenaltern.~' 
O. Ammon， Die Geselscb.aftsordnLUlg l，md ihre naturlichen Grundlagen 11. Auft. 
R. !(ucuosld. a. a. O. S. 78. 6) a. a. O. S. 73・
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来
住
と
大
阪
市
人
口
構
成

泊

。

。

て
U

昔
の
佳
の
都
市
人
口
数
代
更
新
設
と
な
り
、
或
は
都
市
間

の
人
口
交
換
の
例
を
拳
げ
、
又
は
一
一
代
で
は
古
い
教
家
族
を
も

残
さ
ね
迄
に
都
市
原
住
民
は
絶
滅
せ
中
と
説
き
乍
ら
、
斯
設
は

人
口
交
替
年
代
の
計
算
が
目
的
で
は
友
い
か
ら
、
誰
し
も
非
難

し
得
ぬ
程
度
の
誤
謬
と
し
て
宥
却
す
ぺ
し
と
遁
際
を
遁
ペ
て
ゐ

る
O
L
7
ι
K
反
し
て
後
有
は
明
ら
か
に
前
市
の
加
盟
轍
を
戒
め
て
、

斯
mu

如
き
は
科
率
的
遺
産
の
醐
刑
法
に
非

-
T
2
銭
I
V
F
(
κ
哨叫ん

で
は
統
計
的
反
詮
を
試
み
、
以
て
都
市
人
口
は
二
代
に
し
て
絶

滅
す
ぺ
き
論
理
的
必
然
性
は
認
め
ら
れ
な
い
と
論
じ
て
ゐ
る
。

併
し
ア
ム
モ
ン
の
云
ふ
他
都
市
と
の
人
口
交
換
は
、
都
市
と

国
合
と
の
問
に
於
け
る
移
住
闘
係
に
於
て
、
虹
叫
に
ハ
ン
ゼ
ン
の

前
提
と
し
て
橡
想
さ
れ
控
除
さ
れ
て
ゐ
る
。
叉
生
死
に
基
く
世

。
。
。
。

代
の
交
替
の
如
き
も
既
漣
の
定
数
人
口
(
∞
SE--
至。出
2
・)に

於
て
は
、
原
住
民
の
親
子
二
代
を
通
じ
て
出
生
超
過
た
き
限

り
、
去
に
問
題
と
は
友
り
得
ね
で
あ
ら
う
。

ク
タ
チ
ン
ス
キ

1

氏
の
立
例
の
如
く
五
十
年
間
の
経
過
後
依
然
と
し
て
可
な
り
の

生
粋
市
民
の
浅
羽
田
を
場
げ
で
も
、

家
族
統
計
的
た
る
二
世
代
の
後
に
猶
も
奮
市
民
の
子
孫
が
往
住

ハ
ン
ゼ
ン
の
主
張
す
る
如
き

第
四
十
二
巻

九
ノ、

第
五
就

六
O 

せ
や
に
居
る
と
の
設
明
に
は
注
ら
ぬ
が
、
此
際
初
代
に
は
都
市

人
口
の
中
十
分
づ
』
が
来
伎
と
土
着
と
よ
り
成
り
、
次
の
世
代
に

於
て
前
者
の
み
市
内
に
永
住
し
、
後
半
官
は
市
外
へ
移
り
住
む
か

若
く
は
絶
滅
す
る
と
友
せ
る
黙
は
臆
断
た
り
と
批
判
さ
れ
て
も

仕
方
が
な
い
@
蓋
し
此
は
統
計
的
に
未
説
明
の
分
野
だ
か
ら
で

あ
る
。要・

7
J

一
目
、
従
来
の
邪
市
人
口
明
暗
唱
が
人
口
乃
自
然
均
周
流
の
み

に
局
限
さ
れ
、
都
市
人
口
成
立
の
本
源
た
る
べ
き
枇
曾
的
周
流

を
忘
却
せ
る
に
封
し
、
本
論
は
些
か
の
存
在
，
意
義
を
有
す
ペ

〈
、
我
々
は
ハ
ン
ゼ
ン
説
の
諸
仮
定
を
統
計
で
埋
め
て
管
読
す

る
責
務
を
痛
感
ナ
る
者
で
あ
る
。
就
中
彼
の
稀
す
る
都
市
人
口

の
大
な
る
異
動
性
の
如
き
は
翠
に
来
住
者
の
棉
市
民
に
叫
到
す
る

割
合
を
示
ず
に
過
ぎ
や
、

之
を
往
伎
の
他
国
に
於
て
も
検
討

し
、
更
に
移
住
一
般
の
動
態
的
把
握
を
可
能
な
ら
し
め
ば
、
我

K

は
一
居
切
寅
な
る
枇
曾
問
題
に
直
面
す
る
で
あ
ら
う
。
斯
る

都
齢
人
口
周
流
へ
の
統
計
的
表
示
を
担
金
と
精
微
友
ら
し
め
ん
が

居
捕
に
、
岡
家
地
方
官
幅
削
並
び
に
都
市
に
於
け
る
統
計
局
課
の
協

カ
と
移
住
統
計
方
法
の
設
展
と
を
燭
笠
す
る
次
第
で
る
る
。

(
一
九
三
六
年
一
月
稿
)
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